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　上腕骨外側上顆炎の診断において Thomsen テストのルーツについて文献を検索して調査した

が，Thomsen テストのルーツは明らかにできなかった．英文では上腕骨外側上顆炎の誘発テスト

として resisted wrist extension with the forearm pronated，すなわち抵抗性手関節背屈テストが一般的

であった．
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【緒　　言】

　上腕骨外側上顆炎（テニス肘）の診断は，上腕骨

外側上顆炎ガイドラインによると，抵抗性手関節背

屈運動で肘外側に疼痛が生じ，外側上顆の伸筋腱付

着部に最も強い圧痛があり，腕橈関節障害などは除

外するとされている
1)
．一方，上腕骨外側上顆炎の誘

発テストとして Thomsen テストが広く知られている．

本調査では Thomsen テストと抵抗性手関節背屈運動

（背屈テスト）について調べ，Thomsen テストのルー

ツを明らかにすることを目的とした．

【材料および方法】
　

　PubMed を 用 い て Thomsen テ ス ト（Thomsen 
test），テニス肘（tennis elbow），上腕骨外側上顆炎

（lateral epicondylitis）を検索し，診断に関する論文

を検証した．また，Green2)
，Campbell3)

，Bunnell4)
，

Lister5)
，標準整形外科

6)
，および神中整形外科

7) 
の

教科書で Thomsen テストのルーツについて調査し

た．さらに，上腕骨外側上顆炎の診断に関する論文

を時系列で検討した．

【結　　果】
　

　PubMed で Thomsen test と入力すると投稿論文は

現在のところ，1141 件が検索されたが，"Thomsen 
test" と入力すると英文はわずかに 4 文献のみであっ

た
8-11)

．Thomsen test に lateral epicondylitis あるいは

tennis elbow を加えて検索しても 5 文献が検索され

るのみであった
8-12)

．これらの論文中に Thomsen テ

ストの詳細は記述されていなかった．上腕骨外側

上顆炎の診断に関して，Green2) 
には「resisted wrist 

extension with the forearm pronated」，Campbell3)  には

「resisted wrist dorsiflexion」，Bunnell4) には「dorsiflexing 
the wrist」，Lister5) 

には誘発テストが図入りで説明さ

れていたが，いずれもThomsenテストの記述はなかっ

た．標準整形外科
6) 
と神中整形外科

7) には Thomsen
テストの図と説明があり，神中整形外科

7) 
では

Oerke らの文献
13)

を引用している．また，Thomsen 
test I, II は柏木

14) 
が分類したと記載されており，柏

木の論文
14) 

でも Oerke らの文献
13)

が引用されてい

る． Oerke ら
13)

は「Thomsen-test」が肘伸展位で手

関節を抵抗下に背屈する方法であること（図 1）を

記載しているが，「Thomsen-test」がいつ発表された

ものか，引用文献はなく，詳細は不明であった．さ

らに Oerke らによると，Vulliet（1909）と Franke ら

（1910）が手の背屈運動で前腕伸筋群起始部の痛み

が誘発されるのを上顆炎と命名した
13)
．

 テニスのバックストロークにより生じる前腕回内

筋の痛みが回内外を制限することにより消失する

ことを Morris（1882）15)
が最初に記載し，上腕骨外

側上顆炎については Vulliet（1909）16)
がドイツ語で

初めて紹介した．Hansson ら（1930）17)
は前腕の肢

位による上腕骨外側上顆炎の痛みについて記述し，

Thomsen（1935）18)
はドイツ語で上腕骨外側上顆炎

の論文を報告し，筋肉の伸張に関して記載している

が，背屈テストに関しては記載していなかった．ま

た，英文では Moberg（1961）が手関節背屈で痛み

を生じることを報告したと Goldie（1964）が記載

し，追試していた
19)
．また， Gardner（1970）が The 

stress test として図入りで背屈テストを報告してい

た
20)
．英文でThomsenテストを最初に紹介したのは，

前述したように Oerke（1978）13)
であった．



上腕骨外側上顆炎の診断における Thomsen テストとは？

- 310 -

図 1　抵抗性手関節背屈テスト

　　Oerke ら
13)

が掲載した図に準じて肘伸展位で
　　抵抗下に手関節を背屈する「Thomsen-test」を
　　行っている．

【考　　察】

　Thomsen テストは，上腕骨外側上顆炎の誘発テス

トとして国内の整形外科医の中で日常的に使用さ

れている．日本人は標準整形外科や神中整形外科

で整形外科疾患の基礎を習得しており，Thomsen テ

ストの認識は高い．Thomsen テストは Oerke らの文

献
13)

を参考に広まったことが推測されるが，Oerke
らは 1909 年，あるいは 1910 年にすでに手関節背

屈運動で痛みが誘発されることが報告されている

ことも記載しており
13)
，Thomsen テストが上腕骨

外側上顆炎の診断に関する最初の報告である確証

はない．Oerke は，Thomsen テストを紹介した 1978
年にドイツの Kiel にある Univ.-Klinik に勤務してい

た
13)
．Thomsen は 1935 年にドイツ語で論文を書い

ており
18)
，Oerke らが Thomsen のドイツ語で書いた

書籍を参考に引用した可能性はある．この点につい

て Oerke 宛てに手紙を郵送し，詳細を尋ねたが，残

念ながら返信はなく，Thomsen が書いた書籍が本当

に存在するかどうかは分からなかった．しかし，ド

イツ語圏内では Thomsen テストが一般的に使用さ

れていた可能性は十分にあると思われた．英語圏内

では教科書に Thomsen テストは記述されておらず，

上腕骨外側上顆炎の診断は抵抗性手関節背屈テスト

として記載されている．Thomsen テストは英文での

紹介が遅かったために国際的には広まらなかったと

考えられる．国際的な論文を書く際に Thomsen テ

ストの詳細が記述された論文や書籍を引用すること

は現状では困難であると思われた．

【結　　語】

1.上腕骨外側上顆炎におけるThomsenテストのルー

　ツを明らかにすることはできなかった．

2. 上腕骨外側上顆炎の診断に英文では抵抗性手関節

　背屈テストが一般的に使用されていた．
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